
蔵王⼭⽕⼭噴⽕緊急減災対策砂防計画 ⼭形県緊急ハード対策⾏動計画 について

平成29年1⽉18⽇
⼭形県県⼟整備部砂防・災害対策課

⼭形県緊急ハード対策⾏動計画（案）
（平成28年11⽉策定）

蔵王⼭の⽕⼭噴⽕に伴い発⽣する⼟砂災害に対して
緊急対策を迅速かつ効果的に⾏い、被害をできる限り
軽減（減災）することを⽬的として学識経験者・専⾨
機関・国・県・関係市町からなる検討委員会で策定

蔵王⼭⽕⼭噴⽕緊急減災対策砂防計画
（平成27年５⽉策定）

⼭形県砂防部局が⾏う蔵王⼭の噴⽕に対応する緊急
ハード対策を実現するために必要な事項を定めた計画で
主なものは以下のとおり

▶計画の範囲 ▶対策⼯・施⼯計画
▶平常時の準備 ▶緊急時の対応

詳細
検討

⼭形県緊急ハード対策⾏動計画（案）において、緊急時の対応は、⽕⼭活動の状況等を踏まえ実施する必要があり
学識経験者や専⾨機関からの意⾒を考慮した判断を要することから「蔵王⼭⽕⼭防災協議会と連携し判断する」とした。

■「連携し判断する」事項
Ⅰ 緊急ハード対策に着⼿するタイミング
Ⅱ 緊急ハード対策の休⽌後に再開するタイミング

なお、緊急ハード対策施設を撤去するタイミングについては本⾏動計画では定性的な定めは⾏わず、関係機関と連携して必要な
対策を講じることとしている。

Ⅰ 緊急ハード対策に着⼿するタイミング Ⅱ 緊急ハード対策の休⽌後に再開するタイミング

ものとする。




